
第 1回市浦村子牛品評会が10月 20日 、大沼野外ステ

ージで開かれ、相沢治さん(磯松)の 子牛が初代チャン

ピオンに輝 きました。

この日は、22頭がエントリーされ、発育状況など5

項目にわたって審査。市浦牛の市場価格も上向いてき

ており、農家の人たちも「来年もぜひ実施してほしい」

と大変好評を得ていました。
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暮らしの中に基礎年金

第 1号被保険者 (農業や自営業の人など)に は、下記の 3つの独自綸付ガあります。

□回□□
付加保険料400円 (月 額 )を 上積み して納めた人は、次の式

で計算 した額が、老齢基礎年金の年金額に加算され ます。
〈年金額〉200円 ×付力0保険料を納めた月数

□ □ □ □ るよT房嵩墓暴ξえittrの
条件をみたす却珈二

…
れ

く受給条件〉

①婚姻期間 (内縁でもよい)力く10年 以上続いている.

②夫によって生計を維持されていた。
③夫が障害基礎年金または老齢基礎年金を受けたことがないc

④死亡した月の前月までの第1号被保険者としての加入期間が原
則 として25年以上ある。

〈年金額〉
夫が受けられるはずだった老齢基礎年金 (第 1号被保険者として
の加入期間分)の 4分の 3です。

□□日□□
国民年金に加 入している第 1号 被保険者 として保険料を 3年 以上納めた人が、
老齢基礎年金や障害基礎年金を受けないまま死亡 し、残 された家族が i宣 族年 金
を受け られないような場合、亡 くなった人といっしょに生活 していた配偶者、
子供、父母、孫、祖父母、または兄弟姉妹に死亡 一時金が支給 され ます。

保険料納付済期間 一時金の額

3年以上 25年未満

25年以上∞年未満
30年以上35年未満

3輝趾

〈支綸額〉
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体が丈夫なのも楽しみ

武田 ソヨさん(89)
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十三地区        :轟窓築菫F留[蒸 L〔琵:晨Fぁ瑚基薫
小山内みちるさん(19)ん からひとこと「買い物とか連れてつてくれるので、

りっばなケーキしょくにん
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情報をお寄せ<ださい

し 5世
役場の電話は62-21‖

国民健康保険が

変わります
く平成6年 10月 1日 から〉

青森県最低賃金が

改正されました

自 衛 官 募 集

市浦村の人口と世帯数   平成6.101現在

り巳罪捜査にご協力を
金 木 警 察 署

が
交通事故
ご相談

●電話のご相談 もお受け します

●0177■ 22-1025(直通)

社団法人 日本損害保険協会

東誦甲懃轟島臨説淋幅蕗島鳥解蔦
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